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伊
藤　
「
高
齢
者
等
見
守
り
体
制
整
備

事
業
」
の
普
及
率
が
低
い
が
。

健
康
福
祉
部
長　
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
、積
極
的
に
勧
奨
し
た
い
。

伊
藤　
介
護
を
前
提
と
し
た
移
住
・
定

住
に
対
し
て
支
援
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　
関
係
部
署
が
し
っ
か
り
連

携
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤　
年
代
層
を
問
わ
な
い
、
切
れ
目

の
無
い
支
援
を
強
く
要
望
す
る
。

伊
藤　
誰
も
が
得
を
し
な
い
水
道
管
の

破
裂
事
故
に
、
市
と
市
指
定
業
者
が
協

力
し
て
対
策
を
打
て
な
い
か
。

伊
藤

健
康
福
祉
部
長

伊
藤

総
務
部
長

伊
藤

伊
藤

産
業
経
済
部
長　
凍
結
予
防
対
策
の
周

知
を
図
り
た
い
。

伊
藤　
市
指
定
業
者
と
の
検
討
・
研
究

を
強
く
要
望
す
る
。

伊
藤　
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
最
終
年
に

向
け
た
意
気
込
み
は
。

市
長　
ま
だ
ま
だ
で
き
て
い
な
い
部
分

も
あ
る
の
で
、
第
３
次
が
終
了
し
た
ら

検
証
し
、
通
常
の
行
政
を
進
め
て
い
く

の
と
同
時
に
、
次
に
ど
う
い
う
手
当
て

を
打
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
。

産
業
経
済
部
長

伊
藤

伊
藤

市
長

川
上　
65
才
以
上
の
高
齢
者
の
対
応
と

周
辺
地
域
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
決
ま
っ
た
ら
、
対
象
者
全
員
に
接
種

券
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
す
る
。
そ
の

中
に
接
種
で
き
る
市
内
約
20
医
療
機
関

や
、
市
内
２
会
場
集
団
接
種
会
場
案
内

を
同
封
す
る
予
定
。
基
本
的
に
は
皆
様

の
希
望
の
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
い

た
だ
く
。ま
た
交
通
手
段
は
、タ
ク
シ
ー

支
援
の
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

川
上　
立
地
適
正
化
計
画
（
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
）
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
過

疎
化
が
一
気
に
進
ん
だ
が
、
こ
の
状
況

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
高
梁
市
が
つ
く
る
立
地
適
正
化

計
画
は
、
地
域
の
個
性
を
つ
な
ぐ
、
そ

し
て
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
掲
げ
て
い
る
。
住
民
の
皆
様
が
住

ま
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
そ
の
エ
リ

ア
の
中
心
地
域
が
、
移
動
手
段
を
含
め

し
っ
か
り
結
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
合
併
時
、
皆
様
の
協
議
で
い
た
だ

い
た
新
市
建
設
計
画
に
も
基
づ
き
、
そ

の
流
れ
は
含
ん
で
い
る
。
高
梁
市
で
は

そ
れ
を
も
っ
と
大
き
く
し
た
形
で
地
域

を
連
結
す
る
形
の
ま
ち
づ
く
り
を
計
画

し
て
い
る
。

川
上　
備
中
町
の
一
次
産
業
の
復
活
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か

市
長　
備
中
地
域
の
方
向
性
は
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
主
体
に
考
え
て
い

る
。
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
を
解
消
す
る
形
で
、
備
中
地
域
の

新
規
就
農
者
の
た
め
に
営
農
団
地
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。

宮
田　
昨
年
度
の
出
生
数
が
１
３
７
人

と
、
20
年
間
で
ほ
ぼ
半
分
に
な
っ
た
。

幼
稚
園
・
保
育
園
の
現
状
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
園
児
が
３
人
以
下
で

休
園
・
廃
園
と
な
る
。
合
併
以
降
に
、

10
園
が
対
象
と
な
っ
た
。

宮
田　
遠
距
離
通
園
も
あ
る
が
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　
送
迎
時
、
保
護
者
と

の
情
報
交
換
も
重
要
で
あ
り
、
考
え
て

い
な
い
。

宮
田　
公
共
交
通
の
現
状
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
路
線
バ
ス
28
系
統
の

う
ち
13
系
統
が
収
支
率
３
割
以
下
、
内

４
系
統
が
１
割
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

生
活
福
祉
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
10

年
前
に
比
べ
約
１
万
５
千
人
減
と
な
っ

た
。

宮
田　
利
用
率
の
低
い
所
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
出
向
い
て
意
見
・
要

望
を
聞
く
。
改
善
し
な
い
場
合
に
は
タ

ク
シ
ー
助
成
に
切
り
替
え
る
。

宮
田　
公
共
交
通
で
多
く
の
方
が
働
い

て
い
る
。
雇
用
不
安
を
生
じ
さ
せ
な
い

対
応
を
要
請
す
る
。

市
長　
交
通
計
画
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
雇
用
を
守
る
と
い
う
視
点
も
織
り

込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宮
田　
吉
備
中
央
町
で
新
た
な
管
理
型

最
終
処
分
場
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

情
報
は
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
県
へ
問
い
合
わ
せ
る

と
、
申
請
は
出
て
い
な
い
と
あ
っ
た
。

宮
田　
処
分
場
か
ら
出
る
水
は
有
漢
川

に
流
れ
込
み
高
梁
川
と
合
流
す
る
。
新

た
な
不
安
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
市
と

し
て
も
県
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

森
上　
駅
前
複
合
施
設
は
駅
周
辺
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
。

政
策
監　
事
後
評
価
の
結
果
、
歩
行
者

20
％
、
自
転
車
５
％
の
交
通
量
が
増
加

し
た
。Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
60
％
が
変
化
を
感
じ
、

40
％
が
賑
わ
い
を
感
じ
て
い
る
と
の
結

果
で
あ
っ
た
。

森
上　
栄
町
商
店
街
で
は
、
相
次
い
で

２
店
の
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
し
た
。
こ
れ

は
駅
周
辺
の
活
性
化
と
は
逆
の
状
況
で

あ
る
。
駅
前
複
合
施
設
は
駅
周
辺
の
活

性
化
が
目
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
を
執
行
部
は
ど
う
捉
え
る
の
か
。

政
策
監　
図
書
館
に
来
ら
れ
る
方
は
半

分
が
市
外
の
方
な
の
で
、
直
接
店
舗
の

閉
鎖
と
は
因
果
関
係
が
な
い
。

森
上　
駅
周
辺
の
活
性
化
に
直
接
つ
な

が
る
施
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

森
上　
当
時
の
突
然
の
休
館
、
管
理
者

の
契
約
解
除
、
そ
し
て
再
開
後
急
速
に

経
営
が
破
た
ん
し
た
経
緯
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
い
説
明
を
。

政
策
監　
当
初
、
株
式
会
社
朝
霧
が
管

理
運
営
し
た
が
、
契
約
期
間
満
了
に
伴

い
、市
の
条
例
で
管
理
者
を
公
募
し
た
。

そ
の
後
、
選
定
委
員
会
に
よ
り
有
限
会

社
ト
ラ
ベ
ル
シ
リ
ウ
ス
を
指
定
管
理
者

と
し
た
。

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

就
学
前
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

産
業
廃
棄
物
処
分
場
に
つ
い
て

高
齢
者
見
守
り
に
つ
い
て

水
道
管
の
凍
結
に
よ
る

破
裂
事
故
に
つ
い
て

駅
前
複
合
施
設
は
、

駅
周
辺
活
性
化
に
ど
の
程
度

寄
与
し
て
い
る
の
か

「
朝
霧
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら
」
が
２
回

に
わ
た
り
休
館
に
至
っ
た
経
緯
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

立
地
適
正
化
計
画
と

周
辺
地
域
の
過
疎
化
に
つ
い
て


